
新
理
事
長
就
任

山
面

こ
の
度、

i'_ 
わ
や
か
L _

の
江
頭
理
事
長
が、
退
任
する

第 1 0 4号

と
と
な
り
、
後
任
に
私
低
.
山
面
浩
美
が
理
事
長
を
拝
命
・す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

・

こ
れ
ま
で
江
頭
理
事
長
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
透
析
患

の
送
迎
事
業
を
始
め
ら
れ
、
「さ
わ
や
か
」
の

ら
れ
、
私
達
を
導
ぃ
て
ぃ
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「さ
わ
や
か
」
の
歴
史
と
伝
統

発
展
さ
せ
る
様
努
カ
ぃ.た
し
ま
す
。 来
年
四
月

.ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
も
大
き
く
交
わ
る
な
ど

は
、
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
身
命
を
賠
し
て任 、かを 舵

取
りし
て

守
り
、
更

ら
は
、
有

課
題
や
問

務
に
当
た

所
存
で
す
。

ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
、ご
指
導し、
た
だ
i

よ

理
事
長
退
任
の

江
頭

私
像‘

江
頭

博
幸は、
1、、.
月
末日
を
も
つ
て、
特
定
非

活
動
法
人

通
院
介
護セ
ン
タ
l 
i'_ 
わ
や
か

L _

の
理

2005年9月 26日
八幡事業所 Te1.Fax 672-7595 
sawayaka@eagle.ocn.ne.jp
小倉事業所 Tel.Fax 571-2299 
sawayakakokura@violin.ocn.ne.Jp 

一及
び
理
事
を
、
一身
上
の
都
合
で
退
任
す
る
こ
と
に
、
な
り

し
た
。 在
任
中
は
、
皆
様
に
は
、
'大
交
お
世
話
様
に
な
り
ま

た
。 後

任
に
は
、
・山
回
浩
美
副
理
事
長
が
、
理
事
長
と
し
て

わ
や
か
」
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。 今
ま
で
に
倍
す
る
ご
支
援 - Il゙ 、.

カ
を
お
願
ぃ
ぃ
た
し
ま
す
。

私
は
、
約
二
十
年
間
、
透
析
患
者
・難
病
患
者
の
た
め
、

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 
こ
れ
か
ら
は
、
一

人
と
し
て
、
自
分
の
人
生
を
生
き
て
行
こ
う
と
思
っ
て
ぃ

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

ま

ほほえみ佐世保
5 周年

N P 0 法人格取得
記念大会

平
成
十
七
年
八
月
二
十
八
日
午

後
十
二
時
よ
り
、
「ほ
ほ
え
み
佐

世
保
」
の
(
「5
周
年
・
N
P
〇 

法
人
格
取
得
」'記
念
大
会
一
が
、

六
月
に
行
わ
れ
た
「ほ
ほ
え
み
な

が
さ
き
」
に
続
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

会
場
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
風
車

の
国
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
ブ
し
た
か
の
様
な
「ハ
ウ
ス
テ

ン
ポ
ス
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
全
日
空
ホ

テ
ル
」
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
村
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
各

方
面
か
ら
四
十
二
名
が
お
祝
ぃ
に

ほほえみ住世保
小住々管夫代表理● 

参
集
さ
れ
ま
し
た
。 
「さ
わ
や
か
」

か
ら
江
頭
理
事
長
、
他
六
名
で
参

加
さ
せ
て
ぃ
た
だ
き
ま
し
た
。 

十
二
時
に
「ほ
ほ
え
み
佐
世
保
」

の
小
佐
々
哲
夫
代
表
理
事
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
西
面
通
雄
長
崎
県

骨
協
会
長
・
北
村
誠
吾
衆
議
院

議
員
・織
面
長
長
崎
県
議
会
議

員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
ぺ
ら

れ
ま
し
た
。 
最
後
に
「さ
わ
や
か
」

の
江
頭
要

の簽
が
ぁ
り
r
『ほ

ほ
え
み
な
が
さ
き
』
に
続
き
『ほ

ほ
え
み
佐
世
保
』
が
五
周
年
を
迎

え
た
こ
と
は
、
関
係
者
の
ご
苦
労

と
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力

の
賜
物
で
す
。 
私
の
出
身
が
平
、尸

と
ぃ
、フ
こ
と
も
あ
り
愛
着
を
感一じ

ま
す
。 
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
さ

ぃ
ま
す
。 
」
と
の
挨
拶
の
後
、
神

、尸
で
行
わ
れ
た
、
〔災
害
時
の
移

送
を
考
え
る
〕 
(裏
面
に
掲
載
) 

の
重
要
部
分
の
話
を
さ
れ
、
今
後

も
政
治
の
動
向
、
行
政
の
対
応
等

の
情
報
に
敏
感
に
反
応
し
て
ぃ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。 
と
話
し
ま

し
た
。 

引
き
続
き
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
 

ジ
披
露
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
挨

拶
・感
謝
状
の
贈
呈
式
と
進
行
し

ま
し
た
。

「ほ
ほ
え
み
な
が
さ
き
」
の
北
川

修
理
事
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
交

流
会
へ
と
続
き
ま
し
た
。

”
九

十
九
島
“
と
染
め
抜
ぃ
た
着
物
も

粋
な
『飛
躍
年
隊
』
の
皆
様
の
ょ

さ
こ
ぃ
が
鳴
子
の
音
と
と
も
に
軽

快
な
踊
り
を
見
せ
て
ぃ
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
西
面
通
雄
長
崎
県
腎
協

会
長
に
ょ
る
万
歳
三
唱
で
祝
賀
会

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」.事
務
局
も
小
休
憩

後
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
を
後
に
し

ま
し
た
。 
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1
ば
れ
た
が
、
帰
る
便
が
な
く
苦
労
し
た
。

水
は
船
か
ら
運
び
、
電
気
は
中
部
電
カ
の
車
が

一
病
院
に
横
付
け
、
と
ぃ
う
よ
う
な
悲
惨
な
状
況

が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

x 
ボ
ラン
テ
イ

量= おける
X 

,_ ,  l i l -

討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。

新
翻
で
は
、
ニ
〇
〇
四
年
十
月
二
十
三
日

・ Jl‘・・' l i- -・・l l''-a 、. 二'
な そ が送話の ま続午

e いの寸迎 、に し い後
、 ° 抜断は携精たて五
° 携け し道帯一 ° い時
帯道 、 を が杯ポる五
電 を通知繋 、 ラ ° 十
話知行 つが送ン先六
も つ止て ら迎テ 日分
充て めお な は イ も に
電ながかい出ア震地
出 いあ な ° 来さ度震
来と ちい連な ん五 、
な 、 こ と絡いはの今
い送ち ダが ° 、地で
の迎でメ と停避震 も
ではあ ° れ電難が .余
、出 る道なですあ震
使来 ° 路い電る り が0 

ス・-.)
阪
神
で
は
、
火
事
、
家
破
壤
、
道
が
な
ぃ
、

瓦
噤
の
山
、
食
事
、
ガ
ス
、
水
道
無
し
。 
自
杖

で
は
絶
対
歩
け
な
ぃ
。 
災
害
が
お
き
た
時
は
、

行
政
は
頼
り
に
な
ら
な
ぃ
。 隣
近
所
の
助
け
合

ぃ
が
一春
。 透
析
病
院
で
も
、
日
ご
ろ
、
水
は

タ
ン
ク
に
豊
富
に
あ
る
、
電
気
も
自
家
発
電
で

心
配
な
ぃ
と
言
っ
て
ぃ
た
が
、
災
害
時
は
、
水

道
の
パ
イ
プ
が
折
れ
水
が
な
ぃ
。 
自
家
発
電
も

燃
料
が
な
く
使
え
な
ぃ
。

透
折
患
者
は
自
衛
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
で
大
阪
に
運

イ援 支
クの支接
で= 援

養つに言がは
にあ 、立
ある被ll
た ° 災かるポ者・・
。 1 のり
ト支の
が援意
なと見
く 支、援
水者
上の
バ支

l i'-  ・1ョ事,、'''l'l

I1m m1日
x 

移
送
の
表

理
解
を
深
め
る
た
め
に

N
P
〇
法
人

束
海
福
祉
移
動
研
究
協
議
会

金
澤

哲
夫

氏
X m  

支
援
者
の支
援
-
駅
に
支
援
者
が
到
着
1
行
政
 

構
造
改
草
特
別
委
員
会
は
、
大
臣
折
衝
を
行

1

へー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

な
い
ま
し
た
。 国
土
交
通
省
は
回
答
と
し
て
、

現
場
を
知
ら
な
ぃ
と
コ
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
な
ぃ。 
十
二
月
を
目
途
に
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
I
、
グ

天
災
で
な
く
人
災
だ
。 

f
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
道
路
交
通
法
八
〇
条
を
念

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 
そ

業
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
新
し
ぃ
青
写
真
を
作
る
。 

の
後
、
会
場
か
ら
の
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
ま

福
祉
車
西
に
っ
ぃ
て
は
、
何
も
問
題
は
な
ぃ

し
た
。 
討
論
は
最
後
に
各
パ
ネ
ラ
I
の
ま
と
め
 
t1
が
、
セ
ダ
ン
型
に
っ
ぃ
て
は
、 
J
R
福
知
山
線

の
発
言
を
う
け
ま
し
た
。

.
事
故
、 
J
A
L
事
故
な
ど
安
心
・安
全
の
立
場
か

1
) 
災
害
が
起
こ
ら
な
ぃ
と
分
か
ら
な
ぃ
こ
一
ら
、
安
心
・安
全
を
重
視
し
た
青
写
真
に
し
な
け

と
が
多
ぃ
。 
避
難
場
所
が
一春
の
問
題
 

れ
ば
な
ら
な
ぃ
。 
ま
た
現
状
で
は
、
セ
ダ
ン
型

2
).
我
先
に
が
多
ぃ
な
か
、
重
度
障
害
の
方
f.
は
、
全
国
区
に
な
、り
う
る
の
か
も
問
f
で
す
。

を
ど
う
す
る
か

ま
た
、
重
度
の
方
の
0

セ
ダ
ン
型
に
っ
.v
て
は
、
な
ん
ら
か
の
加

避
難
所
も

'
(力
セ
) 
を
は
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
の
で
は

3
) 
災
害
時
に
連
絡
で
き
る
送
迎
グ
ル
ー
プ

-l,ー
な
ぃ
か
。 
現
在
の
セ
ダ
ン
型
の
送
迎
を
無
視
す

の
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
が
必
要

る
も
の
で
は
な
ぃ
が
、
先
送
り
に
な
る
か
も
し

4
) 
災
害
に
強
ぃ
人
作
り
。 災
害
か
ら
は
何
｠
"
一
れ
な
ぃ
。

' 

も
生
ま
れ
な
ぃ。 
ぃ
か
に
忍
耐
カ
が
あ

当
局
と
の
雑
談
の
中
で
は
、
「や
は
り
、
二

る
か
問
わ
れ
る
。 
3
日
、 
4
日
、
飲
ま
f
種
免
許
が
必
要
か
」
と
話
し
て
ぃ
た
。

ず
食
わ
ず
出
来
る
か
 

N
P
〇
な
ど
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
、
タ
ク

0

5
) 
N
P
〇
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
間
の
事
 
・
シ
ー
な
ど
収
益
事
業
者
と
の
色
分
け
を
キ
チ
ン

業
者
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
ー
と
し
な
い
と
、
全
国
化
し
た
ら
、
見
分
け
が
っ

る

き
に
く
ぃ。 現
在
の
「有
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
ガ

6
) 
通
常
時
の
活
動
が
大
事
。 
そ
れ
が
出
来
一
イ
ド
ラ
一て
ン
」
は
、
国
交
省
の
通
達
で
す
が
、

て
な
ぃ
と
、
災
害
時
は
出
来
な
ぃ 

年
末
ま
で
に
青
写
真
を
出
し
、 
H
十
八 ・
四 ・ 

- 1要象o0 -
末護 -
に保道ま
は険路で
集適運に
中用送法
すの法令
る有四と
こ償十 し
と送三て
が迎条提
、の 、出
予申四す

'、文想 し条る
責さ込に予れみよ定
江る がる ° 
頭 ° 年 、、一 度介


